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大
型
開
発
優
先
か
ら
の
転

換
と
住
民
参
加
を
掲
げ
た

新
区
長
の
誕
生

　

４
月
２
４
日
に
行
わ
れ

た
区
長
選
挙
で
、
大
型
開

発
優
先
の
区
政
か
ら
の
転

換
と
情
報
公
開
に
よ
る
住

民
参
加
を
公
約
と
し
て
掲

げ
た
保
坂
展
人
氏
が
当
選

し

ま

し

た
。

保

坂

区

長

は
、
こ
の
訴
訟
を
提
起
し

た
平
成
１
８
年
９
月
の
時

点
で
は
衆
議
院
議
員
で
し

た

が
、

当

初

か

ら
、

私

た
ち
の
活
動
に
理
解
を
示

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

私
た
ち
は
、
提
訴
前
か

ら
、
下
北
沢
の
再
開
発
問

題
に
つ
い
て
住
民
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ

と
な
ど
を
世
田
谷
区
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
世
田
谷
区
は
住

民
の
意
見
を
真
摯
に
聞
こ

１

う

と

は

し

ま

せ

ん

で

し

た
。
し
か
し
、
新
し
く
誕

生
し
た
区
長
は
、
「
一
方

通
行
で
は
な
く
住
民
の
意

見
を
汲
み
取
る
回
路
が
双

方
向
で
あ
る
べ
き
」
だ
と

述
べ
、
下
北
沢
の
再
開
発

問
題
に
つ
い
て
も
、
住
民

の
声
を
聞
き
、
修
正
を
判

断

す

る

と

言

っ

て

い

ま

す
。

世
田
谷
区
に
よ
る
計
画
修

正
の
方
法

　

修
正
の
前
提
と
し
て
、

世
田
谷
区
が
下
北
沢
の
再

開
発
問
題
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
整
理

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
下

北
沢
に
は
再
開
発
に
関
係

す
る
２
つ
の
道
路
計
画
が

あ
り
ま
す
。

　

①
補
助
５
４
号
線
（
最

大
幅
員
２
６
ｍ
の
新
設
道

路
）
と
②
区
画
街
路
１
０

号
線
（
５
４
０
０
㎡
の
駅

前
交
通
広
場
）
で
す
。

　

こ

の

う

ち
、

①

補

助

５
４
号
線
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
が
都
市
計
画
決
定

　

し
、
そ
の
一
部
を
世
田

谷
区
が
事
業
化
し
よ
う

と

し

て

い

ま

す
。

ま

た
、
②
区
画
街
路
１
０

号
線
は
、
世
田
谷
区
が

都
市
計
画
決
定
し
、
世

田
谷
区
が
事
業
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　　

つ
ま
り
、
世
田
谷
区

は
、
区
画
街
路
１
０
号

線
の
計
画
決
定
権
者
で

す

か

ら
、

必

要

に

応

じ

て
、
そ
の
都
市
計
画
を
変

更

す

る

こ

と

が

可

能

で

す
。
ま
た
、
世
田
谷
区
は
、

補
助
５
４
号
線
と
区
画
街

路
１
０
号
線
の
事
業
主
体

で
す
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
、
事
業
の
範
囲
を
変
更

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
り
ま
す

　

と

こ

ろ

で

世

田

谷

区

は
、
平
成
１
２
年
５
月
に

駅
前
広
場
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
９
３
％
の
人
が
下
北

沢
駅
ま
で
の
交
通
手
段
は

「
徒
歩
」
で
あ
る
と
回
答

し
、
６
９
％
の
人
が
「
歩

行
者
を
中
心
と
し
た
駅
前

広
場
」
と
す
る
べ
き
で
あ

る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
世
田
谷
区

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
既
に
１
０
年
以
上
が

経
過
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
こ
の

段
階
で
住
民
の
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結

い
ま
見
直
し
の
時

新
し
い
区
長
に
区
民
の
意
見
を
届
け
よ
う
！
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果
を
保
坂
区
長
に
届
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

駅
前
広
場
の
利
用
方
法
と

補
助
５
４
号
線
建
設
の
是

非
　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
ひ

と
つ
め
は
、
駅
前
広
場
の

利
用
方
法
で
す
。
現
在
の

計
画
で
は
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
一
般
車
両
の
す
べ

て
の
車
両
が
通
行
で
き
、

タ
ク
シ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
は

８

台

分

取

ら

れ

て

い

ま

す
。
本
当
に
こ
の
よ
う
な

設
備
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。
平
成
１
２
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
あ
る

よ
う
に
、
歩
行
者
を
中
心

と

し

た

駅

前

広

場

と

し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物

や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
楽

し
い
広
場
に
す
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

補
助
５
４
号
線
に
つ
い

て
は
、
今
す
ぐ
に
作
る
必

要
が
あ
る
の
か
が
問
題
で

す
。
特
に
１
期
工
区
の
う

ち
小
田
急
線
の
北
側
の
部

分
は
、
現
在
一
方
通
行
の

出
口
と
な
っ
て
い
る
路
地

に
あ
た
っ
た
地
点
ま
で
を

作

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り
、
細
い
路
地
に
通
過
交

通
の
車
を
溢
れ
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
茶
沢
通
り
と
駅

前
広
場
を
つ
な
ぐ
方
法
に

つ
い
て
も
、
新
た
に
土
地

を
買
収
し
て
道
路
を
建
設

す
る
の
で
は
な
く
、
鉄
道

の
跡
地
を
利
用
す
る
な
ど

も
っ
と
合
理
的
な
方
法
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

新
し
い
区
長
に
区
民
の

意
見
を
届
け
よ
う
！

　

ア

ン

ケ

ー

ト

の

結

果

は
、
８
月
２
７
日
と
２
８

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ

れ

る

夏

の

イ

ベ

ン

ト

「S
H
I
M
O
K
I
T
A
 
V
O
I
C
E
 
2
0
1
1

」

で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

そ

し

て
、

保

坂

区

長

に

も
、
住
民
の
声
と
し
て
皆

様
の
意
見
を
届
け
ま
す
。

　

い
く
ら
言
っ
て
も
な
か

な
か
聞
い
て
く
れ
な
か
っ

た
区
政
か
ら
住
民
の
声
を

聞
き
た
い
、
聞
い
た
上
で

修
正
を
判
断
す
る
と
い
う

区
政
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
い   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

５
月
月
１
４
日
（
土
）

の
午
後
、
東
大
原
小
学
校

に
お
い
て
、
東
京
都
・
世

田
谷
区
・
小
田
急
電
鉄
・

京

王

電

鉄

の

四

者

合

同

の
「
京
王
電
鉄
井
の
頭
線

（
下
北
沢
駅
付
近
）
改
良

工
事
の
概
要
」
説
明
会
が

<

井
の
頭
線
・
下
北
沢
駅
～
茶
沢
通
り
間>

土
手
（
盛
土
部
）
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
架
橋

化
し
、
下
は
商
業
施
設
を
検
討
？

（上図）補助５４号線と区画街路１０号線の位置関係

（
左
図
）
井
の
頭
線
工
事
計
画
図
（
下
北
沢
駅
付
近
）

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net



まもれシモキタ！通信 ２０１１年６月１１日　土曜日　第２１号（第１版）３

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
架
橋
下
の
利

用
や
騒
音
対
策
に
つ
い
て

は
、
街
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　

工
事
計
画
説
明
内
容

１
．
計
画
説
明
は
井
の
頭

線
の
駅
部
・
小
田
急
線
交

差
部
・
盛
土
部
に
分
け
て

行
わ
れ
た
。

２
．
下
北
沢
駅
と
茶
沢
通

り

の

盛

土

部

に

つ

い

て

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
高
架
橋
構
造
と
す
る
。

３
．
本
多
劇
場
が
入
っ
て

い
る
ビ
ル
と
の
間
の
北
側

に
は
、
幅
６
ｍ
の
緊
急
車

両
が
進
入
可
能
な
遊
歩
道

（
ア
ク
セ
ス
道
路
）
を
設

け
る
。

４
．
詳
細
は
未
定
で
あ
る

が
、
高
架
橋
の
下
は
商
業

施
設
の
方
向
を
考
え
て
い

る
。

５
．

工

事

計

画

総

額

は

１
０
９
億
円
で
、
そ
の
四

分
の
三
は
小
田
急
線
連
続

立
体
交
差
事
業
か
ら
、
四

分
の
一
は
京
王
電
鉄
が
負

担
す
る
。

（
連
続
立
体
交
差
事
業
費

に
は
補
助
金
＝
私
た
ち
の

税
金
が
８
０
％
以
上
つ
ぎ

込
ま
れ
る
）
。

最
高
裁
に
よ
る
作
為
的
な

裁
判
官
交
替

  

斉

藤

弁

護

士

か

ら

は
、

昨
年
の
５
月
に
川
神
裁
判

長
が
異
動
し
て
こ
ら
れ
た

と
き
に
「
弁
論
の
更
新
」

を
し
、
今
年
の
４
月
に
３

人
の
裁
判
官
の
う
ち
右
陪

席
が
替
わ
っ
た
た
め
に
再

び
「
弁
論
の
更
新
」
を
行

う
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
川
神
裁
判
長
は
、
運

輸
省
（
現
国
交
省
、
こ
の

訴
訟
の
被
告
）
に
出
向
し

て
い
た
経
歴
を
持
ち
、
最

高
裁
判
所
の
行
政
訴
訟
の

上
席
調
査
官
か
ら
東
京
地

裁
の
行
政
訴
訟
担
当
の
裁

判
長
に
な
る
と
い
う
異
例

の
異
動
で
し
た
。 

 
 

今
回
の
右
陪
席
と
な
っ

た
内
野
裁
判
官
は
、
最
高

裁
の
行
政
訴
訟
の
元
調
査

官
で
あ
り
、
川
神
上
席
調

査
官
の
も
と
で
調
査
官
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

３
人
の
裁
判
官
の
合
議

で
判
決
が
行
わ
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
川
神
裁
判
長

の
影
響
力
が
非
常
に
大
き

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
不
自

然
な
裁
判
官
交
替
で
す
。

環
境
裁
判
を
揺
さ
ぶ
る
人

事
　 

 

東

京

地

裁

の

他

の

部

で
、
文
化
財
と
し
て
優
れ

た
建
築
と
庭
園
の
あ
る
羽

沢
ガ
ー
デ
ン
の
開
発
差
止

め
行
政
訴
訟
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
１
１
月
に

は
、
日
本
に
お
け
る
環
境

訴
訟
で
は
初
め
て
の
裁
判

所
に
よ
る
現
場
検
証
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 
 

と
こ
ろ
が
、
現
場
検
証

を

行

っ

た

杉

原

裁

判

長

は
、
今
年
の
４
月
に
東
京

高
裁
の
裁
判
官
（
裁
判
長

で
は
な
く
）
へ
異
動
と
な

り
ま
し
た
。

　

後
任
の
定
塚
氏
は
、
最

高
裁
・
事
務
総
局
の
課
長

を
歴
任
し
た
う
え
、
２
年

前
ま
で
東
京
地
裁
の
行
政

訴
訟
を
若
干
担
当
し
て
か

ら
最
高
裁
に
戻
り
同
局
情

報
政
策
課
長
と
な
り
、
今

回
杉
原
裁
判
長
の
後
任
と

し

て

再

び

東

京

地

裁

に

や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
れ

ま
た
極
め
て
異
例
な
人
事

で
す
。

　

６

０

年

代

後

半

か

ら

７
０
年
代
の
四
大
公
害
裁

判
（
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
・

新
潟
水
俣
病
・
四
日
市
ぜ

ん
そ
く
・
熊
本
水
俣
病
）

の
と
き
は
、
判
決
を
出
す

ま
で
裁
判
長
の
交
替
は
い

ず
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

国
の
代
理
人
は
、
実
は
裁

判
官

　 
 

私

た
ち

の

行

政

訴

訟

は
、
国
と
東
京
都
を
被
告

と
し
世
田
谷
区
を
参
加
人

と
し
て
い
ま
す
が
、
国
の

代
理
人
は
裁
判
所
か
ら
法

務
省
の
訴
訟
部
門
に
出
向

し
て
い
る
裁
判
官
が
務
め

て
い
ま
す
。
「
訟
務
検
事
」

と
い
わ
れ
る
人
で
す
。
彼

ら
は
、
将
来
は
裁
判
所
に

戻
り
裁
判
官
と
な
る
の
で

す
。

　

こ
れ
は
、
「
判
検
交
流
」

と
い
う
３
０
年
以
上
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
日
本
独

特
の
制
度
で
、
国
会
で
も

何
回
か
問
題
に
な
っ
て
き

ま
し
た
し
、
司
法
改
革
の

テ
ー
マ
に
あ
が
っ
て
き
ま

し
た
が
手
を
付
け
ら
れ
ず

に

今

日

に

至

っ

て

い

ま

す
。

行
政
訴
訟
判
決
の
反
動
化

　 
 

こ
の
よ
う
に
行
政
訴
訟

を
め
ぐ
る
我
が
国
の
制
度

に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
最
高
裁
長

官
が
竹
崎
氏
に
替
わ
っ
た

一
昨
年
ご
ろ
か
ら
、
特
に

裁
判
所
の
保
守
化
・
官
僚

化
が
顕
著
で
あ
る
と
の
指

摘
を
行
い
ま
し
た
。

　

裁
判
官
は
独
立
の
精
神

と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
組
織
と

し
て
動
く
こ
と
に
徹
し
て

い
る
人
が
多
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
よ
う
な
裁
判
官
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
若
い
裁
判
官

の
方
々
が
自
分
の
良
心
を

発
揮
す
る
審
議
を
ぜ
ひ
お

願
い
し
た
い
と
要
請
し
ま

し
た
。

原
発
事
故
は
裁
判
所
に
も

重
大
な
責
任

　 
 

武
内
弁
護
士
か
ら
は
、

「
裁
判
所
は
国
や
都
は
間

違
っ
た
公
共
事
業
を
す
る

は
ず
が
な
い
と
い
う
先
入

観
を
持
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
典
型
が
原

発
事
故
で
、
原
発
の
危
険

に
つ
い
て
の
訴
え
を
こ
と

ご
と
く
棄
却
し
て
き
た
裁

判
所
に
も
重
大
な
責
任
が

あ
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

裁
判
レ
ポ
ー
ト

　

裁
判
官
は
良
心
に
従
っ
て
独
立
し
て
職
権
を
行
う
！

―　

行
政
訴
訟
に
お
け
る
司
法
の
反
動
化
へ
警
告

　

４
月
１
４
日
（
木
）、
下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取
消
等
訴
訟
の
第
２
０
回
口
頭
弁
論
が
、
東
京
地
裁

１
０
３
号
大
法
廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
告
弁
護
団
は
、
右
陪
席
（
裁
判
長
の
右
側
＝
傍
聴
席
か
ら
見
る

と
左
側
の
裁
判
官
）
の
交
代
を
う
け
て
、こ
れ
ま
で
の
主
張
を
説
明
す
る
「
弁
論
の
更
新
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
弁
論
の
更
新
」
を
行
う
理
由
説
明
の
な
か
で
、
行
政
な
ど
の
権
力
の
介
入
を
排
し
「
裁
判
官
は
自

分
の
良
心
に
従
っ
て
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
よ
う
」（
憲
法
７
６
条
第
３
項
）
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

傍
聴
席
か
ら
は
、
見
事
な
弁
論
内
容
に
感
動
の
拍
手
が
何
回
も
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
？

　

昔
の
ま
ま
「
復
興
」
さ

せ
る
だ
け
で
い
い
の
か
。

　

本
当
は
「
転
換
」
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

戦
後
の
「
復
興
」

は
、

そ
れ
以
前
の
国
家
総
動
員

体
制
を
復
興
さ
せ
た
だ
け

で
は
な
い
か
。

　

政
官
財
が
一
体
と
な
っ

て
、
経
済
大
国
・
原
発
大

国
を
ひ
と
す
じ
に
追
い
か

け
、
今
日
の
悲
劇
を
招
い

た
。

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り

な
が
ら
、
被
爆
の
こ
と
は

隅
に
追
い
や
ら
れ
た
。

　

経
済
最
優
先
は
町
と
街

の
飽
く
な
き
再
開
発
に
続

く
。

　

い

ま

改

め

て

問

う
。
”

ま
ち
は
誰
の
も
の
か
！
”

被
曝
か
ら
の
『
再
生
』

被
災
か
ら
の
『
再
生
』

再
開
発
か
ら
の
『
再
生
』

下
北
沢
の
『
再
生
』

創
造
的
な
『
再
生
』

　

巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
伴
う
再
開
発
に
対
し

て
、
持
続
可
能
で
地
域
に

根
ざ
し
た
「
下
北
沢
」
の

独
自
の
魅
力
と
意
義
を
と

ら
え
直
し
、
下
北
沢
を
『
再

生

』

さ

せ

る

道

筋

を

問

う
。

今
年
の

V
O
I
C
E

は
最

も
重
要
な
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

８
月
２
７
日
、
２
８
日

に
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
お
よ

び
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
北
沢
近
辺
の

多
く
の
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ

共
催
・
協
賛
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
ま
せ
ん
か
。
ト
ー
ク

イ

ベ

ン

ト
、

音

楽

ラ

イ

ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
美
術

展
、
落
語
・
演
劇
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
あ
な
た
の

お
店
で
一
緒
に
行
い
ま
せ

ん
か
。

　

そ
し
て
、
街
づ
く
り
に

つ
い
て
の
住
民
の
意
見
を

再
確
認
し
、

住
民
参
加
、

そ
し
て
開
発
優
先
か
ら
の

転
換
を
掲
げ
た
保
坂
展
人

世
田
谷
区
長
に
、
シ
モ
キ

タ
全
体
を
人
が
集
う
新
た

な
空
間
と
し
て
提
案
し
ま

し
ょ
う
。
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「
シ
モ
キ
タ
再
生
」

＊ 2011 年 8 月 27 日（土）15：00 ～ 20：00　下北沢北口 アレイホール

　トーク＆ライブパフォーマンス「３１１以後の世界で、シモキタのある

べき姿を問う」出演者（予定）：おおたか静流（歌手）ほか

＊ 2011 年 8 月 28 日（日）15：00 ～ 20：00　下北沢北口 アレイホール（予定）

　トーク＆ライブパフォーマンス「市民が望む街づくりとは？駅前広場の

活用法を考えよう！」出演者（予定）：大友良英（音楽家・ミュージシャン）、

保坂展人（世田谷区長）ほか

 【連絡先】下北沢商業者協議会

　Tel: 03-3419-6261（ビグトリィ内）Fax: 03-3419-6848

　E-mail: info@shimokita-sk.org

□「SHIMOKITA VOICE」とは
　　2007 年にスタートし、昨年まで 4 年連続で行われてきたシモキ
タ夏のイベントです。2007 年は道路計画地内にある劇場「ザ・スズ
ナリ」が主催し、2008 年以降は地元商業者による運動体「下北沢商
業者協議会」を中心として開催してきました。毎回多彩なゲストに
よるトークライブとライブパフォーマンスにより、シモキタの生活・
文化とシモキタが直面している道路・再開発問題をアピールしてき
ました。 http://www.shimokita-sk.org/sv/

「 SHIMOKITA VOICE を主催する下北沢商業者協議会は、被災地支援
の活動を行っています。写真は 5 月 28 日に行われたカトリック教会
フリーマーケットです。 」

編集後記：　６月２日の朝日新聞に、０６年に石川県・志賀原発２号機の運転差止め判決を行った、井戸謙一金沢地裁裁判長（当時）のインタビュー記事が
大きく載りました。その後名古屋高裁・最高裁と原告住民が逆転敗訴となっています。裁判所は事実に法を適用する受動的機関なのか、法による政治の統制
を行う独立機関なのかを考えさせられました。（伊藤） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」では、この訴訟を
バックアップして下さるサポーターを募集しています。
サポーターの方々には１口 5,000 円／年 ( 複数口歓迎 ) の
ご負担と支援をお願いしています。「まもれシモキタ！通
信」をはじめ、勉強会・シンポジウムなどのイベント情報、
裁判の進行状況や活動状況について郵送・メールにてお伝
えします。★カンパのみの応援も大歓迎しています（郵便
口座 00120-2-594289 まもれシモキタ！行政訴訟の会ま
で）。
　サポーター参加と運営費のカンパ協力をお願いします！

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」サポーター担当 : 堀江照彦
TEL&FAX: 03-3467-6936　E-MAIL: HorieTeru@aol.com
住所 : 〒 155-0031 世田谷区北沢 4-14-17

サポーター募集とカンパのお願い 第２１回　口頭弁論のお知らせ

日時：6 月 28 日 ( 火 )　15：30 ～
場所：東京地方裁判所　１０３号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅
　　　千代田線　霞ヶ関駅　A1 出口から徒歩 1 分
　　　有楽町線　桜田門駅　5 番出口から徒歩 5 分

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓
http://www.shimokita-action.net/archive/

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを
裁判官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参
加下さい。法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容につ
いて弁護団から解説を受けるとともに、質疑応答・意見
交換も行います。


